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屋敷に鎮る神々 ～西小磯の稲荷様～

渡辺長吉

私たちの住む西小磯には、お稲荷さんが56

社あl)ます。ふだんはごぶさたがちで、くも

の業がかかったリ、ほこリがたまったりして

いますが、 2月がくるときれいになリます。

少年の頃、いなりこの朝は早く起きつとっ

こに赤のごはんをもリ、近所のおいなりさん

にあげに行った。いなリこの宿をやる家では

庭に大きな織を建てた。根元を榊でいっぱい

に巻きつける。これは稲荷の森をかたどった

ものでしょう。床の間に掛軸をかけ，講中の

者が集まってお祝をした。昔はごちそうが何

よりですが、朝昼晩3食家内呼びでしたから
やうちょ
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それは楽しいものでした。合でもこの土地に

は、高砂に 3組、大西•西本郷•田中に各々

2組の合わせて9組が残リ、各々思い思いの

祭り方をして楽しんでいます。今回はその講

中の織や仲閻を紹介しながら、各家にある程

荷様の姿やいわれなどを記してみました。

稲荷様は山や林の中で田を見おろせる処に

祀られていたもので、春になると山や林から

出て田に降リ，秋の取入れがすむとまた山や

林にかえっていかれる山の神と同神とも言わ

れます。ですから城山や穴本の山の上にあっ

たリ、西中道の畠の中にありますが、多くは

屋敷の中に祀られています。従って、毎日の

生活の中で切っても切れない親しみと尊敬の

対象になって私たちを見守って下さるものと

大変でしたでしょう。それでも隣近所の大人 思います。

も子供もみんな集って会食をしたのですから よいご縁のあリます様にお祈りします。



〇詞査は、西小磯西地区を対象に昭和53年2月に実施した。また、昭和62年9月に再調査をおこなった。なお、記載

はなるべく禾眉荷講の組こととした。
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渡辺長古家

稲荷のほか、金神様が祀ら
て`＇

れている。方位の神様て常に

地所を守って下さる。 コンジンサン

（金神様）

1中川清年家
次のような話が涜った。畏男か生まれてまもないとき睾丸か赤

くはれあがってしまった。あわてていたとこう稲荷様のまわりか

よこれてそのお叱りてあるとのお告けがあった。急き掃除をしてあ

やまったら、忽ちに冶った。

また 慕れの餅つきの時新宅の嫁さんか子ともを連れて手伝って

いた。すると突然そはの石が倒れて足が下敷になリ 骨か折れそう

てあった。そのとき子ともか椙荷さんの前をよこしていることかわ

かり 急いて水を流して清めたところ、骨も折れりにすんた。

あらたかな稲荷様たと大切にしている。
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箱の中に

浅布衛門五左衛門

市兵衛清 助

儀左衛門勘 助

と書いてある。

合は添田俊蔵家・仲）1|清年家

仲手川藤吉家・渡辺長吉家の4軒

渡辺広平家

国道の南屋敷にある。

もとは土手の高い処にあった

岩田一彦家

稲荷のほか、牛観音が祀ら

れている。
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い、

2渭

バ7

添田治雛家

土手の高い処に建

つ。
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岩田作造家

.1 ‘'.Jハキの木の下に
建っている。

この講は、渡辺

広平家・岩田一彦

家・岩田作造家

添田治雑家の4軒

左の職は1」＼磯で一

番古いものてす。
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渡辺則昭家

冨士見稲荷と記され

てある。

仲手川定三家

4代前の久右衛門が
祀ったもので、夢枕に
音羽梢荷であると告げ
られた。以前、松林の
中にあったが屋敷中
に移す。時に家中で病 笈

気をする者があったの
で、顔をかけたところ
それが叶えられたので
石造l）にした。不思議
な験がしばしば現れる
あらたかな稲荷様とし
てあがめている。

, I 仲川修二家
-5,i' 掛軸に次のように記

i I 
されている。

佐

助

稲別

荷嘗

華大竜

興明輿

院ネ車山

二梃木一郎家

哀永ワ年寅月吉の銘

がある。なかなかやか

ましい稲荷様だという

かつてはご神木の松が
立っていた。

西）1|平吉家

祠のほかに、石棒を

ご神体としている。

,, 

^‘`  ．` 
' .・さ.. ，9 

配島一雄家

木村稲荷と書いてあ

る。元この土地に住

んでいた方が木村氏で

あった。

,, 小見滋夫家 | 
ヽ 屋敷の鬼門にあたる「』 ／ 

場所に建つ。

野寄素弘家

もと、｛中手）II茂左衛

． 門家のもので、身内の
遠藤氏が引取られたが

再び元屋敷に返したい

とのことで来られた。

なかなかあらたかで、

粗末にはできないと、

大切にしておられる。

渡辺俊雄家

二梃木ミツ家

3 -

仲川卯之助家

この稲荷社は、もと添

＇ 炉， 添田浅右面門家のもの

・る、 であった。添田家なき

後、 1中）1|家で祀ってい
る。

添田庸一郎家

・る川。の向こう屋敷に祀

波多野須美子家

石祠、一部破損して

いる。

浜口正策家

カヤ，ケヤキの大木

の下に建っている。

柳田常雄家

かつては西方正一家

の稲荷だったが転居

後は柳田家が管理して

いる。



渡辺鉄雄家

稲荷のほか、個人で祀る

道祖神がある。右が道祖神。

子
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大正6年の織には
渡辺鉄五郎・渡辺音七

小見甚太郎・西方吉五郎

仲）1|銀次郎

と書いてある。

今は渡辺鉄雄家・渡辺哲二家

西方和吉家・小見良策家の4軒。

・一、竺応；rマペ雪渡辺二郎家

に墨コょででご：::
新太郎家と合祀してい

た。今の処に住む様に

なると夢枕に出て北に

移りたいとのお告げに

よリ移した。

～ ℃・,'..  

西 方朝二家

城山の登り道にある

u
 

堀口庄平家

堀口伸雄家

渡辺春次家

西方正義家

西方隆次家

仲出川長松家

稲荷のほかに「いぽ

神様」「せきの神」があ

る。左がいぽ神様。
（いぽ神様）
そばにある、みかげ
の石を持っていき、
毎日2.3度なでると
20日ぐらいでとれる
という。
仲出川惣右衛門
寛政11年 9月吉日の
銘あリ。

この講は、西方隆次家

渡辺一夫家・渡辺春次

家・鈴木賢造家・堀D
庄平家・堀口伸雄家・

渡辺二郎家の7軒。

（せきの神）
もとは山の上にあ

ったが三井家に買

われ今のところに

移された。

仲出川兵衛門の

銘あり。

西方権一家

講

中西
方
春
吉

奉
納
正
一
位
稲
荷
大
明
神
西
方
亀
太
郎

西
方
朝
―
―

仲

出

川

長

松

二
月
十
一
日

昭

和

九

年

こ

の

講

は

下

記

の

4
軒゚

- 4 -



岩田邦勝家
ウチノホ，）

家職に 妙法稲荷と

書かれてある。おしい

さんの妹て前）1|（こ嫁い

た人が夢枕に出られた。

法華宗たったのて妙法

の文字を使われた。

芦ぐ 西川秀夫家

ふべぷ かつては土手の高い

処にあったか下へ移転

した。

秋葉豊治家

仲出川次郎家

瓦立きをして困

る赤子にきくと言

われ、昔からよく

お参リかあった。

合でもお参リに来

られる方もある。

二梃木武司家

戊
勺
初
午

本
郷
西
町

奉
止
一
位
稲
荷
大
明
神

内ヶ叩 こ
の
溝
は
、
：
梃
木
此
汀
家
、
仲
出
川

次
郎
家
、
仲
出
川
潔
家
の

3
軒。

巳
_
-
J
J
七
n
H

稲

荷

大

明

神

乙

文

化

二

年

こ
の
講
は
、
西
方
伝
古
家
・
岩
田
邦
勝
家

匹
川
秀
火
家
、
秋
葉
悶
治
家
の

4
軒゚

西方 宏家

山の中にある。

秋山亥之吉家

西森梢荷と呼ば

れている。

二梃木彰家

不運のときみてもらったら、

鉄追工事で足を痛めた、身内に

足の悪い人が出ると言われ、平

塚の豊）1|さんにたのみ、この社

を祠った。

二梃木久二家

両が2つ並んでいる。
また、屋敷内の稲荷の

ほかに道祖神のとこ

ろにある稲荷を所持者

がいないために二梃木

家で管理をしてきた。

近所の人がお参リをし

ている。

小見健次家

薮の中に位置す

る。

池谷新惣家

最近祠を新しく

している。

仲手川藤三家

裏の土手に、稲荷社とともに冨土浅周様が祀られている。

吉田さんの山にあったが、

夢枕にでて、ここに来

れた。
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渡辺 厳家

城山の預に近い

ところにある。

岩田兼作家

かつては唐沢の

元屋敷にあった。
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添田良司家
，合
合 もと表鬼門にあ

ったが屋敷南倒に

移した。

添田 栄家

以前は特別な信

仰をしていたとい

う。添田正勝家と

合祠している。

池谷貞夫家

元屋敷の六本松のところにある。

寛政4年の銘あり。稲荷のほかにオミヤ
サン（東賠大権現）とセーノカミサン

（遵祖神）を祠っている。

•• 
（道祖神）
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-
1

刀

ト

-

)

ネ

f

奉
納
稲
荷
大
明
神

大
正
一
こ
甲
寅

池

谷

仁

助

添

田

扁

次

郎

池

谷

豊

次

郎

添

田

富

五

郎

ふ

田

廣

吉

こ
の
講
は
下
記
の

5
軒
て

お
こ
な
っ
て
い
る
。

添田性吉家

ワ～8年前に
「砂取場」の姓中

にあったのを移転

した。

... fit'~；小見省二家
稲荷の傍に難除

地蔵を祀っている。

仲手）IIフミ家
かって穏荷のほ

かに地蔵があった

が、）」田原へ葬っ

たという。

小見一雄家

西中遵の畠の中

あらたかな稲荷様

とのこと。
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この講は

添田利兵衛

添田磯五郎

添田勘助

小見金右衛門

小見二千五郎

仲手II|平左衛門

の名かみられるか

現在は、添田性吉

家、仲手川フミ家

小見一雄家、小見

省二家の4軒。

小沢辰二家

霰近、元屋敷の二

宮よリ移した。動か

すにあたっては、二

宮のアズマサンにみ

てもらった。

～寄贈資料（ワ月～8月）～

ご協力ありがとうございました。 (Iii頁不向・敬称略）

；只ヶ 料 名 受 入 先 地区名

マグロ箱他 飯田政尚 大 磯

レコード・古写真 加藤嘉義 大 磯

丸山講資料一括他 関野好一 大 磯

アンカ他 島村行成 国府本郷

漁具一括 平田頁吉 大 磯

ミズガメ他 真間正太郎 大 磯

石斧 東 信吉

～資料室のうごき～
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